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■ プロジェクトの背景 

 
このプロジェクトは、エクアドル、カニャール活動地域で実施を予定しております。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

カニャール

活動地域 

エクアドル基本データ 

・人口：1,334 万人 

・5 歳未満児死亡率：22 人/1000 人 

・小学校就学率：97％ 修了率：76％ 

・1 人当り国民総所得（GNI）：3,080 米ドル 

「ユニセフ世界子供白書 2009」より 

 
プランは、エクアドルで１９６４年に活動を開始して以来、現在は１４の現地事務所を拠点として住

民参加型の地域開発活動に取り組んでいます。 

 
エクアドルでは、小学校６年、中学校３年のあわせて９年間が義務教育とされています。しかし、 

学習環境の不備や教師の能力不足により、子どもたちは小学校で十分な基礎学力を習得できず、

中学校の就学率は５２％（UNDP 人間開発報告書 2007/2008）にとどまっています。 

 
このプロジェクトの実施を予定しているカニャール県は、エクアドルの首都キトから４４１キロメート

ル離れた、中央山岳地方に位置しています。気温は摂氏１２度から２０度の間と年間を通して過ご

しやすい気候ですが、山岳地という厳しい地理的条件のため公共サービスは行き届きにくく、劣悪

な衛生状態や教育環境の未整備など様々な問題を抱えています。 

 
アスアイ県ジーマッド地区べジャビスタ・コミュニティにあるべジャビスタ小学校も、適切な設備や 

教室数の不足により質の高い教育を行うことができず、留年・中退率の高さや、低い学習達成度 
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に悩んでいます。同校では、２人の教師のもと６０人の児童が学んでいますが、全２教室は通気が

悪く、衛生的ではありません。また、教室不足のため、複式学級で授業を行ったたり、コミュニティ

から遠く離れた近隣地区の学校に、バスで１時間以上かけて通学している子どもたちも数多く存

在します。こうした子どもたちもまた、通学途中に事故に遭う危険にさらされています。 

 
■ プロジェクトの概要 

 
前述の状況を改善するために、このプロジェクトでは下記の活動を予定しております。 

 
■ べジャビスタ小学校に校舎１棟を建設します。 

 
このプロジェクトの実施により、現在この学校に通う６０人の子どもたちがより良い学習環境で学

べるようになり、留年者と中途退学者の減少や、学習達成度の向上が期待できます。また現在、

他の学校に通っている子どもたちが地元の学校に通えるようになります。さらに長期的には、より

多くの子どもたちが充分な知識を得て成長することにより、アスアイ県ジーマッド地区べジャビス 

タ・コミュニティの５０世帯２００人が、貧困から少しずつ脱却していくことに貢献します。 

 
このプロジェクトの実現は、MDGｓ（国連ミレニアム開発目標）* 目標２：初等教育の完全普及の達

成に貢献します。 

 
なお、活動地域、内容は現時点での予定です。プロジェクト実施地域の事情や建設資材の価格高

騰などで、活動内容が変更になる場合があります。その場合は、速やかにご報告いたします。予

めご了承ください。 

 

 
■ プロジェクトの実施方法 

 
プランが行うプロジェクトは、住民参加型です。地域の人々は計画立案から、実施、進捗管理、評

価などプロジェクトのすべての段階に関わり、プロジェクトを中心となって進める役割を担います。

地域の人々が計画段階から参加することによって、プロジェクトが自分たちのものであるという意

識が強まり、プロジェクト完了後も地域の人々によってこの学校が効果的に運営され、プロジェクト

による成果が継続していく体制が出来上がります。 

 

* ２０００年国連で採択された「国連ミレニアム宣言」の一部で、世界共通の問題に地球規模で取り組むため、 

２０１５年までに達成すべき目標として設定されました。全８項目には極度の貧困と飢餓の撲滅、乳幼児死亡率の

削減、初等教育の完全普及などが含まれており、プランの目標（Vision）や使命（Mission）と重なります。プランも

MDGｓに呼応した形で活動を続けています。 
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プランは、地域の人々がプロジェクトを管理運営するために必要なノウハウの講習や、専門家に 

よる保健・医療・教育など各分野での専門的能力向上トレーニングなどを並行して行うことで側面

から全体を支えます。 

 

 
■ 活動期間・成果のご報告 

 
このプロジェクトの活動期間は、約１年間を予定しております。 

なお、天候などの現地事情によって活動期間が前後する場合があります。

プロジェクト完了後、報告書を作成し、写真を添えてお届けいたします。 

 

 
■ 記念プレート 

 
完成した校舎には、ご指定のお名前などを入れたプレートをお付けしております。

ご希望の場合は、お気軽にお申し出ください。 


